
この度は、スライディングシェルフをお買い上げいただきましてありがとうございます。
本製品を安全にお使いいただくために、この説明書をよくお読みいただき、内容をご理解のうえ注意事項を遵守して
いただくようお願いいたします。

ご使用前に必ずお読みください
■組み立て前に部品の不足・破損がないか、必ずご確認ください。
■この製品は中棚としてご使用ください。 上棚、下棚には必ずシェルフ（ワイヤー・ウッド）又は三方クロスバーを組み合わせてください。     （完成図参照）
■この製品は棚部の上下反転組み付け、製品の複数枚の組み付けが可能です。
■本製品はベーシックシリーズの専用部材です。他の製品との併用はできません。
■ この取扱説明書は組み立て後も保管してください。
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※ 前後ご確認ください

スライディングシェルフ

スライディングシェルフ

上棚
プラスチックハンマー

・スライディングシェルフ（レール付）
１枚

・テーパードスリーブ
４組

●組み立てにご用意いただくもの
・プラスチックハンマーまたは木槌

1 スライディングシェルフの組み付け スライディングシェルフの固定2

上棚を組み付けてからスライディングシェルフを含めすべての棚の四隅をプラスチック
ハンマー等でたたいて固定してください。その際、スライディングシェルフはコーナー
リング付近の角パイプ上部をたたいてください。（イラスト参照）

■組み立てかた

■構成部品■完成図（例）

スライディングシェルフ取扱説明書

注　意
レールや棚部をたたくと破損するおそれがあります。

●棚部を反転してご使用の場合は裏面をご覧ください。

●耐荷重を超えて物を載せないでください。
この製品の耐荷重は垂直荷重（等分布）で 20kg までです。

●スライディングシェルフの結束バンドを組み立て前に取り外さないでください。
●シェルフは必ず左右均等の力で出し入れ操作をしてください。
斜めに引き出したり押し込んだりすると、レールに無理な力が掛かり破損の原因となります。

●製品にぶらさがったり、よじ登ったりしないでください。また、引き出したスライディングシェルフ（前方手前）に荷重をかけないでください。
ケガをしたり、破損につながります。

●踏み台にするなど、製品の上には絶対に乗らないでください。また、複数枚同時に引き出さないでください。
転倒によるケガや破損など、大きな事故につながる恐れがあります。使用しない時は必ずもとの位置に戻してください。

●組み立て時、取り扱い時にはスライド部分に手を触れないでください。
ケガをする恐れがあります。

●パソコン等電気機器を載せて使用する場合、その設置や配線等については、当該機器の取扱説明書に従ってください。
● スライド時、勢い良く引き出すと製品の破損に繋がるおそれがありますので、ご注意ください。

ワイヤーシェルフの組立説明書の組立手順に従って使用する位置に組
み付けてください。スライディングシェルフは、棚部を引き出せるよう、
向きに注意して組み付けてください。
棚部とレールを固定している四隅の結束バンドを
取り外してください。

注　意
結束バンドは組み付けを確認後に取り外してください。

ワイヤーシェルフ

スライディングシェルフ結束バンド

結束バンド

押す

緩む
矢印部分を押してバンド
を緩めるか、ハサミでカ
ットしてください。
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右左 解除レバーを下げる 解除レバーを上げる棚部

1 棚部を一杯に引き出す 解除レバーの操作2

棚部をストップするまで手前に引き出します。 左右レール内側の黒い解除レバーを押します。（解除レバーの操作方向は左
右のレールで上下逆になりますのでご注意ください）

3 棚部の引き出し 棚部の反転4

必ず左右均等の力で水平に引き出し、レールから外します。

スライディングシェルフの棚部

●左右均等の力で水平に押し込みます。

5 棚部の装着

棚部をレールに装着する前に、シェルフのベアリングリテーナを奥側一杯に押し込んでください。
次にレールインナーとレールアウターの位置を合わせて棚部をレールに押し込みます。その際、必ず左右均等の力で水平に押し込んでください。
斜めに押し込むと、レールが変形しスライド機能を損なう恐れがあります。

引き出した棚部を長手方向で反転させます。

■棚部を反転してご使用になる場合
※棚部の反転はスライディングシェルフの組み立て前でも、組み立て後でも可能です。
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